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※令和6年9月末時点

長期避難に伴う町外生活の継続

※住民基本台帳（震災前比）
○人口 15,961人→11,368人（△4,593人）
○世帯 6,360世帯→5,726世帯（△634世帯）

福島県内避難町民 7,181人
・いわき市 4,540人
・郡山市 1,515人
・福島市 141人
・三春町 134人

県外避難町民 1,647人
・茨城県 377人
・埼玉県 225人
・東京都 216人

富岡町のご紹介
～花と緑に抱かれた町 とみおかまち～

基本情報 （2024年9月末時点）

人口

人1万 1368
町内居住者数

2540人
年間平均気温

12.8度

明治33年、夜の森が開拓

された際に植えられた桜が

今では町のシンボルとなり

ました。毎年開花と同時に

見物客で賑わいます。

町の木：サクラ
水辺に生息するセキレイ

は、富岡川の清らかな流

れとチチチッと爽やかな

さえずりが人々の心を和

ませます。

町の鳥：セキレイ
全国花いっぱい「花と緑

の駅」コンクールで日本

一に輝いたJR常磐線夜

ノ森駅のツツジは、 旅人

の目を楽しませます。

町の花：ツツジ

富岡町

福島県 59市町村
（13市・31町・15村）

春 夏

秋 冬

四季を通じて温暖で過ごしやすい地域

①



双葉警察署

地域のボランティアの最前線である消防団によるパトロール

機能も充実した、安心・安全な環境です。

富岡消防署

富岡町をはじめ

広野・楢葉・大熊町、

川内村を管轄

生活環境

さくらモールとみおか

ふたば医療センター附属病院

富岡郵便局

ヨークベニマル、ツルハドラッグ、
ダイユーエイトが出店
フードコートも3店舗有

複合商業施設

ふたば医療センター附属病院、
富岡診療所、富岡中央医院、
穴田歯科、さいとう眼科 等

医療施設

富岡郵便局、東邦銀行福島銀行、
あぶくま信用金庫、ATM複数社

郵便局・銀行

生活インフラ

富岡町立小中学校

富岡町立にこにここども園

地域交流館わんぱくパーク

文化交流センター

子育て環境

観光資源

“夜の森”の桜

樹齢100年を超えたソメイヨシノを含め、約1500本の桜がL字型に続く全長
約2.5㎞の桜のトンネルがあり、浜通りを代表する桜の名所であります。毎年
桜の時期になると県内外から約10万人が訪れ、満開の桜のもとで開催される
桜まつりは毎年多くの人で賑わっています。

公共交通機関

乗合バス

Vv常磐線

令和2年3月14日に
全線再開通（富岡～浪江間）

町内循環バス
高速バスの運行再開
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警戒区域の解除及び避難指示区域の変遷①
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区域 面積（約） 人口割合（約）

帰還困難区域
（50mSv/年 超）

8.5k㎡
（12％）

4,800人
（30％）

居住制限区域
（20mSv/年～50mSv/年）

34.0k㎡
（50％）

9,800人
（60％）

避難指示解除準備区域
（20mSv/年 以下）

26.0k㎡
（38％）

1,400人
（10％）

23 4 22

2011（平成23）年
3.11 14：46 三陸沖を震源とする東北地方太平洋沖地震発生

15：30 津波襲来（第１波、第２波） …【1度目避難】集会所・体育館等
19：03   福島第一原発で原子力緊急事態宣言発令

  3.12 5：32   福島第一原発から半径10㎞圏内に避難指示発令
                            …【2度目避難】川内村へ避難
             15：36   福島第一原発1号機で水素爆発
  3.14    11：01   福島第一原発3号機で水素爆発
  3.16 川内村から郡山市（ビッグパレットふくしま）へ避難 …【3度目避難】

4.23 福島第一原子力発電所から半径20㎞圏内を
                            “警戒区域”に設定…国主導
2013（平成25）年

3.25 避難指示区域の見直し
「帰還困難区域」、「居住制限区域」、「避難指示解除準備区域」の3区域に

③



警戒区域の解除及び避難指示区域の変遷②
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2017（平成29）年
3.6 行政機能の移転（郡山事務所から本庁舎へ）
3.10 平成29年4月1日に

帰還困難区域を除く区域の避難指示解除が決定
3.26 富岡町役場本庁舎の再開
4.1 避難指示解除（居住制限区域・避難指示解除準備区域）

2018（平成30）年
3.9 帰還困難区域内の復興再生拠点区域（青着色部分）を復興再生認定、

令和5（2023）年春解除を目指し各種事業着手。
2020（令和2）年

3.10 特定復興再生拠点区域内一部の先行的避難指示解除
3.14 JR常磐線全線再開通（富岡～浪江間）

30 3 9
╓

満開の桜のもとで開催された特定復興再生拠点区域
の避難指示解除セレモニーでは、解除を待ち望んだ多
くの人で賑わいました。

5 4 1 9
╓
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警戒区域の解除及び避難指示区域の変遷③

⑤
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3 8Ὦʺˮ2020 ϬΤΪοṆ
βϥ οχ ΥṑḥπΦϥϢΞ︡Ϥ
Ϛ˯ρχ Υ ήϦʺ ӽχᵧή
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̔ ᵺ Ỹχ™ τΰΪθӪᾋῖḊᵓ
●平成29(2017)年5月の福島復興再生特別措置法の改正により、帰還困難区域内に、避難

指示を解除し居住を可能とする「特定復興再生拠点区域」(拠点区域)を設定できる制度
を創設

●一方、拠点区域外においては、帰還を望む住民の避難生活が余儀なくされている状況
●地元 住民からの拠点区域外にある自宅への帰還の強い要望を受け、令和 3年(2021)年8

月に「2020年代をかけて拠点区域外に帰還意向のある住民が帰還できるよう帰還に必
要な箇所の除染を進める」という政府方針を決定

●上記政府方針を実施するため、令和5(2023）年6月の福島復興再生特別措置法の改正に
より、帰還困難区域内の拠点区域外において、避難指示を解除し、住民の帰還・居住
を可能とする「特定帰還居住区域」を設定できる制度を創設

●市町 村長は、特定帰還居住区域の設定及び同区域における環境整備(除染やインフラ等
の整備)に関する計画を作成。同計画を内閣総理大臣が認定し、復興再生に向けて計画
を推進



富岡町の復興創生への取組

150ᴑ 9744 ד ˢ 5.7% ˣ

令和6年度富岡町一般会計予算 ←

64ᴑד
̞2010年度

町内全域の復興・創生に向けた未来志向の取組み強化

取組方針

基本目標

帰還と移住の促進 農業と産業の育成 子どもたちの環境づくり

需要と供給を高め、

地域経済を好循環させる

自ら考え行動し、進んで楽しく学

ぶ子どもを地域で育てる

人が人を呼び込む流れを町内に

築き、その広がりをもって地域全

体のにぎわいを形作る

最小の費用で最大の効果を得ることを念頭に、
本町を取り巻く情勢や状態を見極めた柔軟な考えの下、

①住民の生活に欠くことのできない基本的な予算
②安全と安心を確保するための予算
③住民の暮らしを支えるための施設の整備の予算 を計上

⑥
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MAX264 כ◦χד

ˢ͐ˣ Ộ ӽΣάΰẸ
Ϭᶨ

ẚ 21 ʺὮ/ד ῡ ΚϤ
ỘϬ꞊ρΰθ ӽᶨ ˢ ⱳᴟϞ ▀ ᴟϬḯϚˣτϢϤ
ӱ Ϭ

ᴎ▀Ộ （令和3年4月、全面供用開始）

ϱЛЦ˔ЄдрʾЀ˔ІЕ  τϢϥ ӽᶨ ᴟϞ
ᾼ Ϭ ϤϘβʻ

国や県の充実した補助金の後押しと、

町の最大支援（賃料：100円/ ㎡ ただし2030年度まで）で

様々な企業が進出しています。

規模
約35ha（うち、▀Ộ 21ha）
※特例工業団地に指定

交通

国道6号沿い
常磐自動車道常磐富岡IC：約9㎞
常磐自動車道ならはスマートIC:約5.5㎞

鉄道 JR常磐線富岡駅：約2㎞

港湾 小名浜港：約50㎞・相馬港：約70㎞

ְ ™ᵫρρϜτʺ ṛ χӾיּ Ϭḯϛθ
Ộ ᶨϒχЎайрЅ

※写真は整備中のものです。

ӱ ☼├ρ ΰθ ṛ Μ︣χᶎ ʾӾ χᵵ

̘ Ỹӽˢ “ τְ ™ᵫβϥ Ỹˣ
̙ Ỹӽ χ
̙ Ί ☼ ˢԁⱲ τ ỸӽΤϣ ᵰʺ

ⱧỘΥḁ βϥϘπˣ
̙ṑḥ₉ Ỹӽ
̙▀Ộ ʾ←ᵲḾᾑỸӽˢẛ Ỹӽˣ

ְ ™ᵫ ʿ350ha

〈産業団地の概要〉

新たな産業の集積による雇用の創出

進出企業：11社（立地協定締結企業数11社）
操業開始：9社

雇用創出予定：160名

θσ▀Ộ ρᾼ Ϭ ϥ ᴎ▀Ộ

新たな農業へのチャレンジ ～農業の再生～

⑦

あらゆる支援策を
整え、
基幹産業の再興を
目指します。

θσ ỘϒχЎайрЅϬ◦כ

「とみおかワイン栽培」

収益化を目指して

「パッションフルーツ栽培」新たな 次̋化産業

「バラ栽培」

新たな観光資源を目指して

Ộ ☼ χ

カントリーエレベーター

（ʵʹ㌶ɹ 規模）

米の乾燥・貯蔵施設

令和 年y産米から稼働

野菜類（ 等）集出荷施設

（ʼ㌶ɹ 規模）

の乾燥・貯蔵施設

令和 年̋春稼働



Υӗ ΰο ᶨπΦϥḕẽξΨϤϬ ϛϘβʻ ◓ςϜρ ῐּיΥӗ πΦϥễӾḕẽχ Ϭ ϛϘβʻ

άςϜהʺ ʾ ᶘ ʺ ᴿῇⱪ ϼжУ

πψʺ ᴎ ʾ ᶘ ˢ2018s 30ˣ ™ ˣϞ θτᵫהΰθτ

άτάάςϜהˢ άςϜהˣˢ2019s 31ˣ ᵫהˣπψ◓ςϜθκχ

ᾕṓσ ΥốΦ μοΜϘβʻ

2022s 4ˣ 4Ὦτψʺ ᴎ ᴎ ԁ ᶘ ʾ ᴎ ᶘ ʺ ᴎ

ᴎ ԁ ᶘ ʾ ᴎ ᶘ Υʺ ᶘ ͍ ρ ᶘ ͍ τζϦηϦ

›ΰʺ θτˮ ἷʾ ὀ  ᴎ ᶘ  ᴎ ᶘ ˯ρΰο θτ

ІЌ˔ЕΰϘΰθʻ

ῐ Ш˔Э˰┴χה˱ρϸТϴϞТϰАЕКІЅЭϬ βϥ˰Е˔Ќ
иЂЪ˔ЕЈрЌ˔ρϙΣΤ˯Ϭ ΰʺ ♅ρᵒῐχẤ ρβϥάρψϜρϢ
Ϥʺ ḧχῖיּ χ ρΰοʺ 4 4Ὦτ֫ Ϭᵫ◐ʻ

̗ ˰Е˔ЌиЂЪ˔ЕЈрЌ˔ρϙΣΤ˱
ТϰАЕКІЅЭʺϸТϴʺᵓṳעʺ м˔ϼЄдАФи˔Эσς

̗ ῐ Ш˔Э˰┴χה˱ Ԍ50 ˢ 48 ʺЄд˔ЕІГϱ2 ˣ
4 3Ὦχ ẈϙΤϣψʺ

ᴿῇⱪ ϼжУⱧỘϬᵫ◐

Ặ Φέᴪ χⱪ ϒχ όϞ ᶨχ Ϭ ằΰ

ⱪ χὲ σӾ Ϭ ϤϘβʻ

̗ ᴿῇⱪ ϼжУπχ ◓

健康づくりと福祉の充実 未来を託す、教育施設

⑧

ᶘ  61 ʺ ᶘ  20 ʺ άςϜה 63

ˢR6.5.1ᾝ∕ˣ



2021 ˢ 3ˣ
͓Ὦ11 Ϸ˔Фр!

“とみおかアーカイブ・ミュージアム”は、

ᴎ χ ◊Ϟ Ϟ ←πṞΦθάρʺ町のことが分かる

資料を未来に受け継ぎ、 ΤμθάρϬ βϥ ρΰοʺ

ˮ ϓʺᶘόʺ Πϥ˯が整う博物館です。

※アーカイブ：資料を整理・保存して活用すること
※ミュージアム：博物館のこと

子どもと保護者が安心できる教育環境の整備を進めます。

◓Ӿο◦כẤ
ᴎ ӽῖ Ḭ ᴎϩϭϊΨО˔ϼ

開館時間 10：00～18：00

休館日

毎週火曜日（祝祭日の場合は水曜日）、
年末年始
※ただし、学校の長期休暇期間は
開館します。

˲ ˳עꜘ

Å調べて分かったことを発表する部屋

˲Ќϳрϻажз˔˳

Å色々な体験講座を開くところ
Åお客さんにメッセージを残して
  もらうところ

˲ ᾫʾᾆẕע˳

Å資料を保管しておく部屋

Å富岡町を研究する部屋

˲ ˳ Фйϱз˔Ѝ˔χ

遊びの主役は子どもです。自ら遊びたいという子どもの気持ちを大切

に思いっきり楽しむことができるように、

そして、成長の過程で新たな遊びを生みだすことができるように、

◓ςϜθκχ όӛ Ϭ しています。

2021 ˢ 3ˣ  ͏Ὦ28 Ϸ˔Фр

ᴎπ ϘϦӾμθάρϬᾹϤτʺ
ςάτΜοϜ¬ώϥήρºρνσΥϥ▫ ϙξΨϤϬ“ΜϘβʻ

ρϙΣΤϯ˔ϸϱУʾЬв˔ЅϯЭ

ᴎϩϭϊΨО˔ϼψʺ
◓ςϜχ ΰ Ϟ֫ χᵔ ʺ

◓Ӿο χῖ Ϭ ϤϘβ

未来へつなぐ、子育て施設 後世に引き継ぐ、町の歴史・文化

（昭和の中央商店街模型）

⑨
ˢR5.6.30ᾝ∕ˣ
Ϸ˔ФрΤϣ5 Υ Ḭ



地域資源を生かした交流から始める移住

町民の誇りであり、長期避難時の χ◦Πとなった「桜」と「ツツジ」。多くの皆さんのご支援・ご協力を得ながら、地域資源を有効に活

用した交流を深めています。

また、 θτ τ ϭπϙθΜ ˑへ、福島県移住定住ポータルサイトˮρϙΣΤΨϣΰ˯χᵫ やʺ χӱ τνσΫϥΣ♯ΰ χ

ְ֫など、ӱ χיּ Ϟ ῢχᵫ などの取り組みを進めています。

将来的に移住へとつながる交流・関係人口の創出・拡大を図ります。

ρϙΣΤΨϣΰ Ḭ

ϒχӱ Ϭᾁ ΰοΜϥ σςʺ Ψχ ˑΥ

◆利用人数：最大6人 ◆利用期間：5日以内 ◆利用料：無料
※食費や交通費、生活に必要な消耗品費などは自己負担

ӱ Ъ˔ЌиЂϱЕ

⑩



ˮ ᶨʾ ạχ ˯ ˮ῝Ặ ☼ ←ᵲ ẛ˯ ˮ▀Ộṁ ˯

ˮ ὲӺ ♅˯ ˮễӾʾ Ӿḕẽ˯

ḁ ˢṑḥ₉ Ỹӽ ˣ
・集会施設
・消防防災施設 等

ḁ ˢṑḥ₉ Ỹӽ ˣ
・公共下水道、道路橋梁施設 等

ḁ
・農業基盤整備、ため池放射性物質対策

第二産業団地（仮称）整備等

ḁ
・健康増進センター 等

ḁ
・学校施設バリアフリー工事 等

ḁ 90% ︣
10%

ḁ 80̋ ︣20% ḁ 65% 35%

ḁ 65% 35% ḁ 85%
15%

ọⱧỘχᾝ

◎一方で、様々なご事情により町外での生活を続けざるを得ない方々も多く、安心して生活できる保健医療福祉体制
の更なる充実・強化、コミュニティ再生・維持の支援など χ ᶨІЌϱиχ ᴟτ τ ᴂβϥ がある。

◎避難指示解除区域においては、災害公営住宅や商業施設、医療施設などのΩ ᾢ σ ᶨϱрТжの復旧・整
備が完了。引き続き、ṑḥ₉ Ỹӽ χϱрТж ẛʾ Ϭ ϛϥこととなる。

◎ṑḥ₉ Ỹӽ χ ẛについては、平成30年3月に内閣総理大臣より認定された「特定復興再生拠点区域復興再生
計画」に基づき、除染やインフラ復旧事業を進め、 5 4Ὦ1 τ ọ™ Ấ Ỹӽˢṑḥ₉ Ỹӽ ˣχ

◙ꜘΥᵔ となり、一部住民の帰還及び居住が開始された。
◎しかしながら、 ọ™ Ấ Ỹӽᵰとなっている у ʺ Ỹψ ι ◙ꜘΥᵔ ήϦγ、避難指

示解除に向けた取組を τ ΰ ϛϥ必要がある。

︠σ῝Ặ☼ χ ệ ̞ Ϟ בּ σςχ ԍτϢϤʺ ꜛϣⱧỘḚ ʾЀрЕк˔иπΦσΜ ệ

復興の現状と課題 ～各種施策の進捗状況と課題～

̞ṑḥ₉ ỸӽτνΜοψʺ
בּ χֲốτϢϤ

︣ Τγχᴷ ΥΚϥᾝ

⑪



町外での生活をせざるを得ない町民の心のケア等を始め、コミュニティの維持と再生に向けた交流しやすい環境づくり
や自治会等の活動支援を行っております。

町民等コミュニティの形成、会議、趣味などの集まりの場として、県
内３ヶ所に交流サロンを設置。

交流サロンの設置

ם ǈǂǼȞɖɜ

ƷȂǀ Ȟɖɜ

ƷȂǀ Ȟɖɜ

町外への避難から現在までの期間を通じて培ってきた多様な主体との結びつきやノウハウなどを最大限活かした交流イベントを開催。

交流イベントの開催

○NPO法人や個人ボランティアの協力のもと各種事業を
実施

①手芸、園芸、料理教室などの生涯学習事業
②健康維持のための体操教室
③ミニコンサートや交流会 等々

ǡ ǡ ǡ

ƷȂǀ Ȟɖɜ ƷȂǀ Ȟɖɜ ם ǈǂǼȞɖɜ

6 ˀ᷅ ԃ ἐằ̻

町外生活でのコミュニティ維持と再生への取組

⑫
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⑬

○主な業務内容：日常生活に困難を抱える町民の相談援助や支援及び各種予防等事業の実施
等業務

町は、町民一人ひとりに寄り添い、心身の障害や環境上の理由で日常生活に支障がある

方からの相談を受け、指導・助言を行うとともに関係機関と幅広い連携を図り、ニーズに

応じた福祉サービスに“繋ぐ”役割が求められています。

求められる
役 割

＜役割イメージ＞

ӽ

富岡町

ᴪ

‰ יּ

ʾᵒῐʺẃ

◓ςϜ ʾ ◓

▫ Ⱨ

ʾẃ ʺΜαϛ ʾᴪ

ʾ ʺ ʺ
ʺ ᵲ

ʾ ʺﬞỘʺ

ΥΜ

ᶨ ˑσ₉ Ϟ ӗʺ ϙϬ ΠοΜϥ

ᴪ ḕẽΥ ╛πΚϥάρ Τϣʺ ӗ σ Υ ΜάρτᴥΠʺ
ᶨḕẽ Υӗ δγ τ ӗ τσϥ Υ Μ ệ

相談者と“社会”をつなぐ
中心的役割

ᴜᶕꞈ
·

保健分野

╧ · їגѾї
ע

医療分野

Ẫ˟ ằ̻
΅ ố ἐằ̻

福祉分野

ᶡ ṭ

教育分野

ḩἰṐḩϒ

避難生活、帰還後の町内生活においても、町民が健康で生きがいを持って生活していただくためには、日
常生活における困難課題を共に解決する支援活動が必要であり、社会福祉の増進に向けた活動が重要。
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＜役割イメージ＞

ǌǬǙǡɒȍȾȢȯºȡǞƷǾ   ╓ǡ ·ǡ ȅ Ǘǻƹ ⱱǊ ╓ǚ ȅǌǾ ǒǔ

ǡ ǡ ¤ ȅ ǊǱǌ¡

集団検診、健診結果説明会、電話相談、定期的な家庭訪問などを通して健康

問題などの相談に乗り、支援活動を行います。

健康に関する相談業務、メンタルヘルス対策01

母子手帳の交付をはじめ、地域に住む妊娠した人を対象にした妊婦相談や訪

問、健康診査を行います。

赤ちゃんが生まれた後は、乳児の家庭訪問や健康診査、育児不安を抱えた母

親への相談業務、予防接種事業等を行います。

妊産婦や母子の保健指導02

精神疾患の方の手帳や自立支援医療費の申請交付窓口、障がいを持つ方の

個別相談業務や訪問指導業等を行います。

障がいをもつ方が自立して生活できる健康支援03

地域保健における関係機関とのネットワーク 円滑な連携調整04

健康に生活できる環境づくり

ὲ☼├

健康相談、家庭訪問 等

Ӻ ☼├

専門家・関係機関との連携

♅☼├

子育て支援、障がい児・者支援 等

ễӾ☼├

ニーズに応じて“繋ぐ”町民一人ひとりに寄り添う

地域で育む自立して生活できる健康支援

“地域保健”の
中心的役割

保健師保健師

学校保健との連携、生きがいづく
り

地域密着で皆さんの健康を支えます

避難生活においても、町民が健康で生
きがいを持って生活していただくために
は、健康支援活動の継続が必要であり、保
健師の活動が重要な役割を果たします。

生活を健康面から支援

健康に生活できる環境づくり

関係機関と幅広い連携

ニーズに応じて“繋ぐ”

ὲ◖χ ᶤ

⑭



持続可能な地域の将来のため、避難する町民の帰還を促進するとともに、帰還した町民と移住者をつなぐ交流会などの
ネットワークづくりを推し進め、帰還及び移住、定住化に向けた取組を推し進めています。

帰還した町民及び移住者との意見交換会を開催
し、 町の魅力や強みなど様々な意見をいただき、
“つながり”づくりに取組むとともに各種施策の企
画立案につなげる。

町内居住者との意見交換会の開催 帰還町民と移住者との交流イベントの開催

6 ˀ᷅ ԃ ѿѓ ˒ὡ ᵺ

町民の帰還及び移住の促進、交流・関係人口の拡大に向けた取組

⑮

移住相談会・移住体験プログラムの実施

新たに富岡町に移住を検討する方々向けの相談
会を開催し、町の魅力を発信するとともに、移住検
討者への相談対応を行う。

各種イベントを開催し、交流・関係人口の拡大に
向けた取組を進めるとともに地域との“つながり”、
人との “つながり”づくりに取組む。

町に関わるすべての方々が

「つながり」、「支えあい」、「自分の幸せを実感できる」

自分らしくありのままに生きることができる町を目指します

●学生向けインターンプログラム
●学生向け交流・体験ツアー

●各種相談会への出店
●首都圏でのワークショップ
●お試し住宅を活用した移住体験プログラム

●意見交換会の開催



町外への避難から現在までの期間を通じて培ってきた多様な主体との結びつきやノウハウなどを最大限活かし、ふるさ
と富岡の今を感じていただくとともに、地域で学び、支えあい、心の交流と仲間づくりができる町の実現に向けて、関心か
ら交流、生きがいを持って生活できる社会づくりを推進します。

富岡町文化交流センター学びの森（生涯学習館や図書館）、とみおかアーカイブ・ミュージアムを会場に実施。

地域のみなさんが 楽しみながら学べる 生涯学習事業の実施

ǡ ǡ

ǡ

6 ˀ᷅ ԃ −ϗϹὌ

生涯学習事業の充実と住みよい社会づくりの推進

⑯

文化芸術の振興 「富岡の土曜日を楽しくする とみサタ！」生涯学習講座の実施

ᴎ χ ᴟ ρχ ΰʺ
Ὓ ↕Ϟ⌠ Ϭם☼

ˮ ḧξΨϤ˯Τϣˮ ӽξΨϤ˯
ζΰοˮϘκξΨϤ˯ϒ

β本年度は福島県と連携し、福島県芸術祭を開催予定

ϜΥᶚΰϙσΥϣᶘϓϥ
ᶆ ϱЦрЕϬם☼

ȰȬȞɜ ǡ ǘǂǽ ǡǡ500 ǚǀǾ Ʉºɔ

ǡ

ΜνπϜ ςάπϜ ꜛ τ“Ξ
ᵶᶘ χṐᵓχ ρ◦כϬὋ τ“ΜϘβʻ
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○主な業務内容：東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故など、複合災害の被災地域で
ある当町の様々な経験の継承と教訓を発信するために必要な業務

¬ρϙΣΤϯ˔ϸϱУʾЬв˔ЅϯЭºϬẤ τ χ ◊ρὊᾓϬ

ṝ σ ӽⱢ Ϟ ←ӹ▀χ ꜘϬ αο χὊᾓρễἩϬ ᵦτ

ẃ ͯ ặ
ỡ◦ṉϓķᴾẪ ṉϓķĽ Ḁṉϓĺŗř S⁵
ᾑTĽ ἬĹתᴻš ĺ ᾼ ṉ ˞Ľể

Ķ “!

ẃ ṉӰ˟
ḚỖ ṉĽӰ׃šѯĺ ⁴ṉŤ:ŭŦƘĽ Ở 
Ľ−Ľ∞š “ĨŚ ṉז ӏ ķĦĵ ṉ

Ӱ˟šָא⁮!

ẃ•Ľ Ӹ
˞ỉ šЉ Ħ 7ỰŞśĳĳđŚ EńŚ

ĤķFķĽĳĹěř EńŚĤķFĽ ╕Ĥ ʜӺ
•Ľḽϯ œѿѓˋ Ľ᷈ šₑŚ!

ẃᵺ ϗϹὌ−$⁮אָ
ẪĸőĮİŇĽ ả$ńŚĤķӰ˟œ ԃ$ṅὝ
ᴻĺŗř ͞ķĽᵺ š˓ổĦ −ϗϹὌķ

˞ ☺Ľˋủ →Ĺĸ š ĕ⁵ṗĽ˟→!

Ḽᵊ עꜘ χ ״ ᵹ ἷ ꜘ ←ОЕϸ˔ ꜘ ←ӹ▀χ ᶨ

⑰
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【道路災害復旧】
・2路線 L=350ｍ

ˢϱЮ˔Ѕ ˣ

○今後、避難指示解除を目指す
特定復興再生拠点区域外の

土木施設復旧工事、施設整備事業等

【下水道災害復旧】
・管渠工事

L=540m

【富岡第2産業団地（仮称）整備事業】
※多様な土地利用の可能性を持つ小良ヶ浜地区、深谷地区の
避難指示解除に向けた取組を強化すべく整備を検討

（除染など、事業間調整をした上で、並行して進める事業） （「農地の有効な活用による地域産業の再生」を目指すための環境整備事業）

○ため池等の農業用施設の
復旧に向けた調査設計、施工監理及び検査業務等

帰還困難区域の再生に向けた取組 「農業復興」「営農再開」に向けた取組

̘ ḽϋ ┤35

ǚƵǾ
Æ ╛Çǡ ȅ

Ộṁ χ ệ

ṑḥ₉ Ỹӽˢ ọ™ Ấ Ỹӽᵰˣ

帰還困難区域
ʸʺʴha

ˢϱЮ˔Ѕ ˣ ∂ ᴻ☼ ⑱
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͍ʽ Ԍχᶎ ệ

◎ 令和6年度については、職員定数条例に基づく199 に対し、

職員167 （正職員160名、任期付5名、再任用2名）で業務開始。

◎ 平成22年度の職員数は141名。

◎ 正職員数は後年に負担がかからないよう配慮した人員を確保。

◎ このため、ꜛⱵ ᾏ Ԍ20 、 ọ ᴂכ Ԍ1 の応援、

ᵓὓ Ԍ74 を採用し、庁内全体で263 の体制を確保。

◎ 現在不足する職種や年齢層を考慮しつつ、 ṍ ԌϞᴂכ Ԍχ ᾏに

より“ ְ֫τ σ ϬӲⱱ。

160

157

149

150

144

143

134

141

5

5

10

10

9

10

14

2

3

5

5

4

4

3

20

19

19

19

24

20

23

R6

R5

R4

R3

R2

R

H30

H22

R6 R5 R4 R3 R2 R H30 H22

╢ 160 157 149 150 144 143 134 141

╢ 5 5 10 10 9 10 14

╢ 2 3 5 5 4 4 3

╢ 20 19 19 19 24 20 23

Ǜǡ ╢

“יִ χ36̋Υ ṍ ԌϞᴂכ Ԍ ṍ χיּ ʾ ∙ᶎ Υ₉

͎ʽᴿ

◎ ṍ Υיּ ˑ ᴥ。特に中堅、若年層。

◎ 定年退職者以上の採用をするも、 Ԍ ΥὋ 。

◎ 震災以降に採用された職員が約6割。

◎ 人材確保もさることながら、 ∙Ӿ Ϝ な課題。

◎ 採用試験を実施しても、 ὲ◖ χ χᶎ ΥπΦσΜ状況。

◎ 少なくとも、ᾝ χ Ԍ ˢᴂכ ԌḯϚˣϬӲⱱしなければ、復旧

・復興に向けた取組みを加速化することは ᴦ σ ệ。

5
45

43
40

29
3

職員数

6 Ԍ

60代 50代 40代 30代 20代 10代

ẑ

ẃ⅜ ʾ יּ ̞ ṍ ԌϬḯϚ ӡʿ

ˢᵓὓ Ԍḯˣ

23 24 25 26 27 28 29 30 ᾕ ͎ ͏ ͐ ͑ ͒

⅜ 5 1 1 14 9 11 10 19 11 7 12 9 13 7 129

יּ 7 11 10 10 5 10 12 6 10 6 6 10 1 3 107

ᶓ -2 -10 -9 4 4 1 -2 13 1 1 6 -1 12 4 22

›ὓ

⑳



←ẉόᾖ ⱧᾮτϢϥ
›←ᵲτϢμοʺ χ ọψ
ωπΚϤϘβʻ

ώϥήρ ᴎχ ọρ χ ᶨ™ὺϬםᾝβϥ
θϛʺᶆ ⱧỘτ ớ τ︡ ϙʺ χ ọϬ
σϜχρΰθΜρ―ΠοΣϤϘβʻם

ᵧ χέ◦כέẸ ϬΣḻΜΜθΰϘβʻ

ふくしまけん とみおかまち

福島県 富岡町
TOMIOKA TOWN FUKUSHIMA
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